
 

資料３ 

 

 

具体的な施策・重要業績評価 

指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

【対象：平成 30年度】 

（次回以降審議予定） 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成 30 年度） 

 
基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 １ 市内産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

具体的な施策 ② 多様な人材の就労支援 

主担当課 住宅勤労課、地域コミュニティ課 

施策概要 

・就労意欲のある方が積極的に地域で活躍できるよう、若い世代の就業機会の拡大、

働く意欲のある高齢者の就業機会の提供などを支援します。 

・講座を開催するなど、出産や介護などの理由により離職した女性の再就職を支援 
するとともに、市内企業におけるワーク・ライフ・バランスの推進に向けた取組に

ついての啓発を進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
いきいきワーク府中

の就職率 
％ 

36.8 

32.1 27.2 26.4 24.8 24.2 ― 

 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ  

② 
女性向け再就職支援

の講座数 
講座 

現状値以上 

5 5 5 4 3 ― 

 Ａ Ａ Ａ Ｂ  

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成３０年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①高年齢者の職業紹介事業は自所求人開拓を積極的に取り組み、就職者数 221 人、来所

者数 2,086 人、自所開拓求人数 2,343 人と都内でもトップレベルの実績をあげている。

定年の引上げ等により高年齢者の就労機会がさらに厳しさを増している状況の中、親

切丁寧な対応を行い再就職につなげた結果、就職者数は年間 220 人前後を堅持してい

る。求職登録者数は増え続けており、評価指標として就職率は低下する結果となった。 

市とセブン－イレブンとの地域活性化包括協定に基づく「シニア向けお仕事説明会」

の開催、多摩地域にあるアクティブシニア就業支援センターと連携した就職面接会の

開催、並びにハローワーク府中、東京しごとセンター、東京都労働相談情報センター

との共催による就職支援セミナーや合同就職面接会の開催により、高年齢者の就労相

談や就労機会を提供した。 

②商工会議所、東京しごとセンター、東京しごとセンター多摩と連携し、再就職支援講

座を 3 講座（延 18 回）実施し、出産や介護等の理由により離職した女性の再就職を

支援した。なお、受講者 132 人のうち、就職につながった人数は 14 人であり、昨年度

が受講者 113 人のうち就職につながった人数が 24人であることから、就職率を高めて

いく必要がある。 

B 

【令和元年度における取組など】 

①ハローワークの求人情報に加えて、勤労者福祉振興公社が独自に集めた求人情報を提供して実施する

概ね 55 歳からの無料職業紹介事業「いきいきワーク府中」に対して引き続き支援していく。求人数

及び就職者のニーズに対応するため、ハローワーク府中、東京しごとセンター、東京都労働相談情報

センター等と連携を図り、再就職支援講座や就職面接会を行い、高年齢者の再就職を支援していく。 

 

②引き続き、東京しごとセンター、東京しごとセンター多摩と連携した講座を開催するほか、主催講座

を開催するなど、出産・育児・介護などの理由により離職した女性の再就職を支援していく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 



 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

 

 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成 30 年度） 

 
基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ② 地域の連携によるにぎわいの創出 

主担当課 経済観光課、政策課 

施策概要 

・府中駅周辺のエリアマネジメントを推進し、にぎわいを創出することで、中心市街

地の活性化を図ります。 

・ラグビーワールドカップ日本大会及び東京オリンピック・パラリンピックの開催を

機に、日本全国に、そして海外に府中市の魅力を発信するとともに、地域が一体と

なって国内及び海外からの訪問者の受入環境の充実・強化を進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
休日のけやき並木 

通りの歩行者交通量 
人 

現状値以上 

19,378 19,378 15,586 25,500 26,232 ― 

※平成２７

年度の実績 － Ｃ Ａ Ａ  

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成３０年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

〇平成２９年度より、一般社団法人まちづくり府中がコーディネートしている府中駅南

口にある大規模商業施設の合同セール「キテキテ府中」及び同セール期間中に開催さ

れる「ＦＵＣＨＵ ＷＯＲＬＤ ＦＥＳＴＩＶＡＬ」などの実施により、地域ににぎ

わいがもたらされた。なお、キテキテ府中については、平成３０年度より、「ぷらりと

京王府中」も参画し、地域におけるさらなる連携が図られるとともに、本イベントの

認知度も高まっている。また、平成３０年度に初めて実施した「むさし府中まちゼミ」

も参加者より大変好評であった。 
〇市から同法人への委託事業として、東京競馬場来場者を中心市街地に呼び込むための

タイアップ事業や中心市街地への来訪者をもてなすための竹あかりライトアップ事

業、キテキテ府中マルシェなどを実施し、にぎわいの創出に寄与した。 
〇さらに、ラグビーワールドカップ２０１９開催に向けた機運の醸成を図るべく、「カ 

ウントダウンモニュメント」を設置し、お披露目を兼ねたイベントを催した。同日に

は、「武蔵府中ワンハンドフードレシピコンテスト」と題して、ラグビーワールドカッ

プ２０１９や、東京２０２０オリンピック・パラリンピックといった大規模イベント

の開催に向け、片手で持つことができ、街歩きやイベント会場などでも食べやすい、

本市ならではの「ワンハンドフード」のレシピの選定に係る試食会及び表彰式を執り

行ったほか、２つの地元商店会が連携したイベントも開催され、大きなにぎわいを見

せた。 
＜ＫＰＩ①の調査条件について＞ 
〇測定日時：平成３０年１０月１４日（日）７時から１９時（合計１２時間） 
〇場所：けやき並木通り（ル・シーニュ前） 天候：くもり 
〇府中駅乗降客数：90,224 人／日（平成２９年度）→90,316 人／日（平成３０年度） 

Ａ 

【令和元年度における取組など】 

〇一般社団法人まちづくり府中がコーディネートする大規模商業施設間の連絡会議は継続して実施す

るものとし、本年９月末をもって伊勢丹府中店が閉店することによる影響を最小限にとどめられるよ

う、これまで以上に関係団体との連携を深めていく。 

 

〇また、本年９月２０日より、ラグビーワールドカップ２０１９が開催されることを受け、本市をキャ

ンプ地とするイングランド及びフランスにちなんだイベントの実施や、昨年度末に選定された「武蔵

府中ワンハンドフードレシピ」の認知度向上や個店等への広がりを目標に、市の魅力向上や発信に努

め、にぎわいの創出を図る。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 



 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

 

 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成 30 年度） 

 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 ２ 郷土への愛着を感じるふるさと意識の醸成 

具体的な施策 ① 歴史や文化、スポーツに触れる機会の充実 

主担当課 文化生涯学習課、スポーツ振興課 関連課 ふるさと文化財課、美術館 

施策概要 

・府中市の伝統芸能や芸術文化を継承していくとともに、文化施設や歴史・文化遺産

を活用して、郷土愛を持てるまちを目指します。 

・スポーツタウン府中の発展に向け、各種競技団体、市内の大学や市内を活動拠点と

するトップチームなどとの連携を深め、府中市ならではの事業を展開します。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

郷土の森博物館 

及び美術館の 

入場者数 

人 

533,000 

489,602 498,579 569,685 530,738 419,188 ― 

 Ａ Ａ Ａ Ｂ  

② 
大学やトップチーム

と連携する事業数 
事業 

3 

2 2 3 4 5 ― 

 Ａ Ａ Ａ Ａ  

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成３０年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

① 郷土の森博物館では、天候不良による影響などにより、年間の利用者数は前年度を

超えることができなかったが、リニューアルオープンしたプラネタリウムを活用する

とともに、特別展・企画展・あじさいまつり・梅まつりの他、講座、体験学習・調査

研究事業等の博物館事業が多彩に着実に行われ、市民の知的レクリエーションの場と

してふさわしい事業の展開に努めた。 

市史編さん事業では、東京外国語大学と連携して近世古文書の調査と近代行政文書の

調査を進めた。また東京農工大学と連携し、自然専門分野の調査を実施した。6分野か

らなる専門部会の活動による資料収集、調査、研究を進め、市史編さんの成果をまと

めた刊行物として、研究紀要 1冊と資料編 3冊を発行した。 

 市指定の無形民俗文化財である府中囃子の演奏技術の伝承に年間を通して支援した。

武蔵国府太鼓は、市民を対象とした講習会を継続して実施するとともに、武蔵国府太

鼓の演奏を収録したＤＶＤを作成し、伝統芸能の普及に努めた。 

② 総合体育館では、本市ならではの事業として、トップチームよるフットサル教室及

びチアダンス教室等を実施し、参加者からこれを機会に競技を始めたいとの多数の声

が挙がり好評を得た。また、トップチームと連携したボールふれあいフェスタ、トッ

プチームや市内の大学と連携したみんなのスポーツｄａｙを本市ならではの事業とし

て展開し、スポーツタウン府中の発展に寄与した。 

Ａ 

【令和元年度における取組など】 

① 郷土の森博物館では、リニューアル１周年を迎えるプラネタリウムの投映内容をさらに充実させ、

展示会では、令和改元にちなんだ「中世東国と改元」展、東京オリンピック・パラリンピック開催に

伴うミニ展「1964オリンピックと府中」などを実施する。 

また、「あじさいまつり」と「梅まつり」については、植栽を充実させ市制施行65周年記念として開

催し、利用者の増加を図る。 

市史編さん事業では、東京外国語大学、東京農工大学などの大学と連携して調査研究を実施するとと

もに、専門部会所属の専門家や研究者と連携して資料収集、調査、研究を継続して進める。また市史

編さんの成果をまとめた刊行物として、研究紀要、資料編、付属刊行物などを発行し、その配布と頒

布を行う。 

ラグビーワールドカップ2019開催時、本市を来訪する外国人を伝統文化でおもてなしをするため、府

中囃子、武蔵国府太鼓演奏披露と芸術文化協会加盟団体による日本文化の紹介及び体験を行う。また、

府中囃子及び武蔵国府太鼓の伝承普及や後継者の育成に継続して取組む。 

② ＫＰＩ②「大学やトップチームと連携する事業数」では平成３０年度においても前年度以上の数値

を達成できた。今後は事業を継続するとともに、参加者満足度の向上のため事業内容を工夫すること

により、更なる充実を目指していく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 



 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

 

 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成 30 年度） 

 
基本目標 ３ 若い世代の出産・子育てへの希望の実現 

基本的方向 １ 若い世代が安心して出産や子育てができるまちづくり 

具体的な施策 ② 安心して子育てができる環境の整備 

主担当課 子育て応援課、保育支援課、子ども家庭支援課 

施策概要 

・適切な時期に乳幼児の各種健診や訪問を行い、発育と発達の状況把握や疾病の早期

発見に努めることにより、医療などと連携したきめ細かい保健指導を行います。 

また、各種予防接種を実施し、子どもの健康を守ります。 

・待機児童の解消に向け、既存施設の有効活用などのソフト面の手法と施設の整備 

などによるハード面の手法を併用することにより、保育サービス量の拡充に取り組

むとともに、保育の質の向上を目指します。また、地域の様々な人材や団体、施設

などの社会資源との連携や協働を図り、地域全体で子ども・子育てを支える環境づ

くりを進めます。 

・子ども医療費助成など、経済的な支援を行います。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 新生児訪問実施率 ％ 

97.0 

86.9 86.1 80.7 88.8 82.3 ― 

 Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ  

② 
特定教育・保育施設

の数 
箇所 

54 

47 50 52 54 57 ― 

 Ａ Ａ Ａ Ａ  

③ 

安心して出産し、 

子育てできると感じ

ている市民の割合 

％ 

50 

48.5 50.3 49.6 49.7 50.3 ― 

 Ａ Ｂ Ｂ Ａ  

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成３０年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①新生児訪問では発育状況の確認や子育て相談や情報提供を行い、母子の健康増進と子

育て不安の解消に寄与した。新生児訪問を希望する方全員に訪問を実施することがで

きた。 

また、里帰り先で訪問を希望する家庭には里帰り先の自治体に訪問依頼をし対応した。

（都外医療機関（助産院含む）妊婦健診者数平成 29年度 357 件、平成 30 年度 334 件）。

新生児訪問を未利用の家庭には、3～4 か月児健診等で状況確認を行った。乳児（3、4

か月児）健康診査 1,988 人（98.8%）〇1 歳 6 か月児健康診査 2,149 人（受診率 98.1%）

〇3 歳児健康診査 2,255 人（受診率 96.7%）定期予防接種では里帰り先で接種した費用

の償還払いを実施し、接種の機会を拡大した。予防接種ナビちっくんの登録者数は平

成 30年度末 10,160 人と増加し平均予防接種率は 96.5%で健診とともに高水準を維持

し子供の健康維持の役割を果たした。  

②認可保育所（私立保育園）の整備事業候補者を公募し、選定した事業者候補に対する

施設整備に対して開設準備支援を実施し、平成 31 年 4 月 1 日付けで認可保育所を 3

施設開設したほか、私立幼稚園において新たに 2 園の幼稚園型一時預かり事業を開始

するなど、多様な保育サービスの充実を図った。 

また、市内保育施設に対して、市職員による巡回支援や保育従事者を対象とした研修

などを実施し、保育の質の向上を図った。 

③子育て中の親の孤立化の防止や子育て不安の解消を図るため、市内13 ヶ所で子育てひ

ろば事業を実施したほか、市保育士やボランティアによる子育てひろばや市民団体の

子育てひろば活動への補助を行った。義務教育終了前までの児童を対象に医療費の助

成や児童手当の支給を行い、子育て家庭の経済的負担の軽減を図った。 

Ａ 

【令和元年度における取組など】 

①平成 30年４月から子育て世代包括支援センターの開設に伴い開始した、妊娠届出時の看護職による

全件面接をでは職員のスキルアップを図り、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援及び、必要

に応じて保健師の継続相談等につなぎ早期から支援できる体制をさらに充実していく。また、産後の

母の心身のサポートを充実させるため、産後ケア事業を開始する。引き続き各種サービスの実施率の

向上に努める。また、健康診査では子どもの健康増進と共に子育て支援の機会になるよう実施する。

予防接種は安全に実施されるよう予防接種ナビは継続実施し、市民及び協力医療機関への情報提供等

に努めていく。  

②引き続き、待機児童解消に向けた認可保育所等の保育施設の整備を行うほか、私立幼稚園などの協力

を得ながら一時保育・定期利用保育などの保育サービスの充実を図るとともに、保育コンシェルジュ

による相談窓口業務を通じて、各子育て世帯に応じた保育サービスの提案を行う。 

③地域で子育てひろばを展開するとともに、市立保育所の地域子育て支援拠点の整備を進める。また、 

手当・医療費助成ともに継続して法令等に基づき実施をすることにより、子育て家庭の経済的負担の

軽減を図る。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 



 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

 

 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

 
具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

（対象：平成 30 年度） 

 
基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 １ みんなが安心して暮らせる地域づくり 

具体的な施策 ① 防災・防犯体制の強化 

主担当課 防災危機管理課、地域安全対策課 

施策概要 
・全ての市民が安心して暮らし続けられるよう、地域の防災・防犯体制を強化すると

ともに、災害に強い都市基盤づくりを進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

日頃から家庭で 

災害に対する備えを

している市民の割合 

％ 

80.0 

62.2 57.4 62 55.8 66.8 ― 

 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ  

② 
地域安全リーダー 

講習会受講者数 
人 

450 

311 332 354 374 387 ― 

 Ａ Ａ Ｂ Ｂ  

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成３０年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①地域の防災訓練や自治会等で実施する出前講座において、市民による自助の必要性や、

各家庭で取り組むことのできる防災対策について説明した。また、防災用品販売業者と

の協定に基づき、防災用品あっせんに関するチラシを市民向けに配布し、備蓄品の備蓄

や家具転倒防止用品の活用等について意識啓発を行った。さらに、文化センター圏域ご

との自主防災連絡会において自主防災の取り組みについて啓発している。 

 

②防犯体制の強化について 

 地域安全リーダー講習会はあらゆる機会を通じて広く呼びかけを行った他、東京都か

らも講師を招く等内容に変化を加えた結果、申し込み時点では女性を含め昨年を上回る

受講希望者がいたものの、講習日が他の市行事と重なったこともあり実参加者は 13 名

と昨年を下回った。しかし、参加者の層は市内企業関係者や学校見守りボランティア関

係者、市内福祉施設勤務者等幅を広げ、これまでにいなかった若い層(40 歳代 1 名)の

参加も得ることができた。 

また、寸劇防犯講話については年度１回バルトホールを使用して実施し、約３００名の

参加者に特殊詐欺の最新情報を交えた寸劇を実施し好評を得た。 

Ｂ 

【令和元年度における取組など】 

①これまでの取り組みを引き続き推進するとともに、防災訓練や出前講座に、より多くの方に参加して

いただき、自助について、周知をしていく。 

 

②これまでに締結してきた「ながら見守り連携協定」を活かすため、提携企業へ見守り希望箇所等の情

報をタイムリーに提供していくとともに、リーダー講習会への社員等の参加を呼び掛けることでポイ

ントを押さえた質の高い見守りが可能となる体制を築いていく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

 

 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 

 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成 30 年度） 

 

基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 ２ 地域コミュニティの活性化 

具体的な施策 ① 地域交流・活動の促進 

主担当課 地域コミュニティ課、協働推進課、指導室 

施策概要 

・高齢者の社会的な孤立を防ぐとともに、子どもや学生が地域づくりに関わる機会を

持てるよう、幅広い世代の交流を促進し、地域社会を支える共同体の機能を深めま

す。 

・相互友好協定を結んでいる東京外国語大学及び、東京農工大学及び明治大学をはじ

め、市内の企業や市民活動団体等と連携することで、地域課題を市と市民が協働し

て解決する体制の整備を目指します。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

各文化センター圏域

でのコミュニティ 

事業参加者数 

人 

231,000 

222,427 228,575 238,754 236,873 228,588 ― 

 Ａ Ａ Ａ Ａ  

② 

市と大学や企業等が

協働実施している 

事業数 

事業 

現状値以上 

59 56 41 43 54 ― 

 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ  

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成３０年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

① 地域の特色を活かした各種行事を地域の人々が参加しやすい工夫を凝らしながら市

民との協働で提供し実施することができた。圏域ごとの課題への対応については、

他センターの成功事例を参考にし、改善を試みている。 

事業参加者数の減少は、台風接近により押立文化センターの地域まつりが中止と

なったことによる。 

 

② 市内の大学や過去からの協働実施している大学との連携については、継続実施によ

り定着をしており、良き協働のパートナーとして機能している。 

 

③ コミュニティ・スクール事業では、学校と地域とが連携して、各校で地域防災の推

進や学習支援の実施、ゲストティーチャーの紹介、サマースクールの開催などの活

動が主体的に実施されている。 

Ｂ 

【令和元年度における取組など】 

① 地域の特色を活かした事業の展開にし、圏域住民のニーズを勘案した事業の実施に取り組んでい

く。事業無参加層の働きかけを試み参加者数の増加に努めていきたい。 

 

② 大学に比べ、企業との連携については難しい状況があるが、事業内容の更なる充実のため、新規開

拓を含め引き続き実施していきたい。 

 

③ コミュニティ・スクール事業については、引き続き、地域の教育力を生かして推進していきたい。 

 また、各校の取組の情報共有を図っていく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 



 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

 

 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

（地方創生関連交付金対象事業） 
（対象：平成 30 年度） 

 

事業名 ラグビーのまち府中推進事業 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ② 地域の連携によるにぎわいの創出 

主担当課 政策課 

事業概要 

・ラグビーを新たな地域資源として捉え、様々なイベントの実施などによりラグビー

人気の定着を図るとともに、ＰＲ活動の推進、市内の子どもたち向けラグビー教室

の開催などにより、市内外において「ラグビーのまち府中」のイメージを確立させ

ます。 

・「ラグビーのまち府中推進委員会」を立ち上げ、イベントの実施などを官民協働で

実施することで、まちの賑わいづくりにおける共通認識とビジョンの共有を図り、

将来の中心市街地活性化および商業の活性化に繋げます。 

 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標（Ｈ28年度） 目標（Ｈ31年度） 

実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

①  

ラグビーに関連する

特産物や商品、飲食

メニューの開発（市

内ラグビー関連スポ

ット） 

件 

5 20 

0 3 3 3  

※平成２７年 

度の実績 Ｂ Ｃ Ｃ  

 

 

②  

2 

市内でのラグビー関

連イベントの参加者 
人 

5,000 10,000 

1,500 7,500 8,750 9,180  

※平成２７年 

度の実績 Ａ Ａ Ａ  

 

 

③  
大学やトップチーム

と連携するラグビー

関連事業数 

事業 

2 9 

2 5 8 12  

※平成２７年 

度の実績 Ａ Ａ Ａ  



 

 

 

④  休日のけやき並木通

りの歩行者通行量 
人 

現状値以上 

19,378 15,586 25,500 26,232  

※平成２７年

度の実績 Ｃ Ａ Ａ  

⑤ 

市内にラグビーチー

ムが存在することを

認知している市民の

数 

人 

257,650 

128,052 － 171,853 199,677  

※平成２７年

度の実績 － Ａ Ａ  

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成３０年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

 平成３０年度は、「ラグビーのまち府中推進委員会」の活動が３年目となり、前年度ま

での取組に加え、公認チームキャンプ地に決定したため、関連事業を実施し、事業の拡

大を行った。 

 指標②③の関連では、トップリーグ２チームや大学ラグビー部との協働事業を継続拡

大し、参加者・事業者数ともに増加となり、これに伴い指標⑤にあるチームの市民認知

度も大きく増加する結果となった。一方で、指標①に関連するラグビー関連商品等の開

発販売については伸び悩んでいるが、市内飲食店でラグビーをモチーフとした飲食の開

発がされており、まちづくり府中が開催したワンハンドフーズコンテストではラグビー

ボール型のパンが大賞を受賞した。また、他にも市民レベルでラグビーをモチーフとし

た飲食開発の動きが進んでおり、引き続き関係者との調整等を行い、具体化に向け、検

討を行っていく。 

Ｂ 

【令和元年度における取組など】 

 ラグビーワールドカップ 2019の開催年となる平成３１年度は、本大会の開催に伴い公認チームキャ

ンプ地のＰＲと一体となって「ラグビーのまち府中」ＰＲ事業を相乗的な展開を図っていく。 

 ①のラグビー関連商品開発については、引き続き、商工会議所・商店街連合会のほか、庁内関係部署・

観光協会・まちづくり府中、市内事業者等と連携し、商品開発に限らず飲食店のメニュー開発などを広

い視点で検討を進めていく。 

 ②③に関連しては、平成３０年度までの事業を継続して展開するとともに、ラグビーワールドカップ

2019 に関連したイベント（公認チームキャンプ地となった国・チームを応援・おもてなしするイベン

ト）等を実施することにより、イベントへの参加者及び協働して実施する事業数の拡大を目指していく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 



 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

 

 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

（地方創生関連交付金対象事業） 
（対象：平成 30 年度） 

 
事業名 百人一首かるたコンテンツを活用した観光誘客推進事業 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ① 市の魅力を高め、知名度を向上させる活動の推進 

主担当課 経済観光課 

事業概要 

・国内外で普及しているかるたコンテンツやかるたを題材とした人気漫画「ちはやふ

る」を活用し、同作品ゆかりの地である滋賀県大津市、福井県あわら市、東京都府

中市の３市と、関連企業、商業施設などが官民で連携することで、かるたコンテン

ツを発信し国内外からの観光客を誘致します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
京王線府中駅におけ

る１日の乗降人員 
人 

現状値以上  

85,279 88,100 90,224 90,316  

※平成２６

年度の実績 Ａ Ａ Ａ  

 

 

② 
京王線分倍河原駅に

おける１日の乗降人

員 

人 

現状値以上 

89,249 92,493 94,116 95,736  

※平成２６

年度の実績 Ａ Ａ Ａ  

③ 

府中市主要観光施設

（観光情報センタ

ー・観光物産館・郷

土の森博物館・美術

館・ＪＲＡ競馬博物

館・サントリー武蔵

野ビール工場）観光

入込客数 

人 

1,000,000 

819,625 956,817 939,931 845,167  

※平成２７

年度の実績 Ａ Ｂ Ｂ  

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成３０年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

〇漫画「ちはやふる」をテーマにした「ちはやふるキーワードラリーin府中」を開催し

た。市内５箇所に設置されたパネルに書かれた文字を集め、キーワードを完成させる

企画。京王電鉄主催の「ちはやふる」スタンプラリーと同時開催して相乗効果を得た。

また、府中観光協会ツイッターを使って、漫画の主人公が情報発信を行う企画も実施

し、フォロワーを増加させた。さらに、今年度も引き続き、府中多摩かるた会連盟（府

中白妙会）が主催する初心者かるた大会の開催に協力した。 

 

〇KPI の③が減少した要因については、集計期間中に、美術館が７か月間、ＪＲＡ競馬

博物館が４か月間、サントリー武蔵野ビール工場が３か月間休館している時期があっ

たことが要因の 1 つと考えられる。 

Ｂ 

【令和元年度における取組など】 

〇引き続き「ちはやふる」とタイアップした事業を継続していくが、平成 29 年度にはスマートフォン

アプリのラリーを、平成 30 年度はキーワードを集めるラリーを実施したため、令和元年度はそこか

ら趣向を変え、原画展を中心としたイベントを実施する。場所は府中駅からアクセスが良く、また、

新たな府中の魅力と言える「ル・シーニュ」の「バルトホール」で実施する。アニメシリーズの３期

が１０月より開始されるため、ファンの熱が高い時期に合わせることで相乗効果が期待できる。 

 

〇また、毎年実施している初心者かるた大会については、引き続き府中多摩かるた会連盟に協力して実

施する。さらに、今年は同会が市内で全国大会を開催する予定であるため、全国のかるたファンに府

中をＰＲする格好の機会ととらえ、可能な限り協力する予定である。 

※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 



 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

 

 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

（地方創生関連交付金対象事業） 
（対象：平成 30 年度） 

 
市有財産の活用による中心市街地活性化に向けたまちづくり推進事業 

※平成２９年度より「中心市街地活性化事業」と統合 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ② 地域の連携によるにぎわいの創出 

主担当課 財産活用課、経済観光課、政策課 

事業概要 

・官民連携による市有地活用のための民間事業者の募集および契約に当たり、助言や

支援を受けるためのアドバイザリー業務を委託し進めます。 

・中心市街地における「にぎわいの創出」と「回遊性の向上」を図るため、商業者等

が一体となった取組を中心的に推進するまちづくり府中へのスタートアップ支援

や、活動目的であるエリアマネジメントの推進に向けた支援を行います。 

・ＪＲＡ東京競馬場の来場者を中心市街地へ呼び込むための取組として、購入した馬

券を提携店舗で提示することでサービスが受けられる「東京競馬応援サポーターズ

事業」を実施しています。この事業の取組回数の拡大および効果的なＰＲ方法の検

討により認知度を向上させるとともに、提携店舗を増加させることにより来場者の

多様なニーズに応えられるような環境を整備することで、ＪＲＡ東京競馬場来場者

の中心市街地における飲食を促し、商業の活性化を図ります。 

 
 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
府中駅周辺公共施設

の再編に伴う新たな

活用を行う施設数 

件 

2 

0 0 1 １  

※平成２７年

度の実績 Ａ Ａ Ａ  

② 
休日のけやき並木通

りの歩行者通行量 
人 

現状値以上 

19,378 15,586 25,500 26,232  

※平成２７年

度の実績 Ｃ Ａ Ａ  

③ 大規模商業施設の年 億円 353 



 

間販売額 
339 334 300 350  

※平成２７年

度の実績 Ｂ Ｂ Ｂ  

④ 
東京競馬場タイアッ

プ参加店舗数 
店舗 

20 100 

17 100 66 44  

※平成２７年 

度の実績 Ａ Ｃ Ｃ  

⑤ 
東京競馬場タイアッ

プ来店数 
組 

200 16,000 

104 17,190 8,465 2,236  

※平成２７年 

度の実績 Ａ Ｃ Ｃ  

※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成３０年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①府中グリーンプラザについては、前年度に締結した基本協定をもとに、引き続き敷地 

活用事業者と協議を重ね、事業用定期借地権設定契約や既存建物無償譲渡契約、既存

建物解体撤去に係る協定書などその後の敷地活用に必要な手続きを着実に進めた。こ

のほか、既存施設の解体及び新施設の建設を進めるため、関係官公庁や隣接土地所有

者等への説明や調整を敷地活用事業者と連携して行い、既存施設の解体工事に着手し

た。また、ふれあい会館敷地については、市事業の代替地として活用することとし、

事業協力者と交渉を重ねた結果、土地売買契約を締結した。 

 

②平成３０年度より、一般社団法人まちづくり府中への委託事業として実施した「キテ

キテ府中マルシェ」は、６月に開催した第１回は、天候に恵まれず来街者２万５千人

となったものの、１１月に開催した第２回では、７万５千人の方にご来場いただいた。

このほかにも、一般社団法人まちづくり府中が中心となったソフト施策の充実、効果

的な連携などにより、歩行者交通量も増加傾向にある。 

 

③一般社団法人まちづくり府中が主催する府中駅南口に立地する大規模商業施設間の合

同セール「キテキテ府中」や本セール期間中に開催される「FUCHU WORLD FESTIVAL」

の認知度が高まってきたこともあり、中心市街地のにぎわい創出に寄与した。また、

平成２９年７月に開業したル・シーニュの売上高なども加算されたことにより、前年

度と比較して１割以上の増額となった。 

 

④⑤東京競馬場とのタイアップ事業については、平成２９年度に「デジタル方式」のみ

を採用したことによる利用者の減少を踏まえ、平成３０年度には、勝ち馬投票券と

本事業のアンケート調査にご記入の上、観光情報センターへお持ちいただくことで、

協力店で利用可能な金券をもらえる「アナログ方式」も採用したが、利用組数はさ

らに減少する結果となった。また、参加店舗数についても、昨年度と比較して減少

した。 

Ｂ 



 

【令和元年度における取組など】 

①旧府中グリーンプラザについては、既存建物の解体撤去の進捗管理を行うとともに、新施設竣工に向

け敷地活用事業者との調整を引き続き行っていく。旧ふれあい会館については、既存建物の解体撤去

を行い、事業協力者へ引き継ぐこととする。 

 

②ラグビーワールドカップ２０１９の開催期間中には、本市を公認キャンプ地とするフランスとイング

ランドにちなんだミニマルシェ（仮称）を実施するなど、市内外から多くの方に来訪いただき、回遊

していただくための仕掛けづくりに努め、休日の歩行者交通量の増加を目指す。 

 

③大規模商業施設の年間販売額の増加に向けた取り組みとしては、本年９月末に伊勢丹府中店が閉店を

迎えることから、本市における商業活動に大きな影響を及ぼすものと想定されるが、ラグビーワール

ドカップ２０１９をはじめとする国際的なスポーツイベントの開催を契機に、本市の魅力を効果的に

発信していくべく、関係団体との連携を密なものとし、にぎわいの維持、向上を目指していく。 

 

④⑤東京競馬場とのタイアップ事業については、これまで秋競馬開催時期のみに実施をしていたが、よ

り来場者が多い春競馬の開催時期にも実施するなど、実施時期や回数などについて再度検討を行う

とともに、参加店舗数を増加させることにより、利用者の幅広いニーズに応えられるような事業体

制の構築を目指す。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 



 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

 

 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 


